


                           

          

 
 

 
 

  

 

 

 

  

 

 

福岡県社会福祉協議会、福岡県共同募金会は、去る 10 月 25 日（水）にクローバープラザ（春日市）で
「民生委員制度創設 100 周年・児童福祉法制定 70 周年記念 平成 29 年福岡県社会福祉大会」を開催しま
した。本大会は、社会保障・社会福祉制度の現状と課題を踏まえ、誰もが安心して暮らせる元気な地域づく
りに取り組んでいく契機として開催し、県内の社会福祉関係者 1,100 名余に参加いただきました。 

民生委員制度創設１００周年・児童福祉法制定７０周年記念 

平成２９年福岡県社会福祉大会 記念講演 

地域力を育む 
～一人ひとりが輝いて暮らせる地域社会をめざして～ 

ＮＨＫ放送文化研究所 

 後藤 千恵 氏 
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社会福祉の向上に貢献された皆様の表彰を行いました。 
  
本大会では、県知事、県社協、県共募そ 

れぞれの表彰状・感謝状の授与を行いまし 
た。また、赤い羽根キャッチフレーズの最優秀 
賞の表彰も行いました。受賞された皆様、誠 
におめでとうございます。 
 
福岡県知事表彰                       福岡県知事感謝 
民生委員・児童委員 １６名  民生委員・児童委員 １ ８ ２ 名
社会福祉事業団体関係者  ２名  社会福祉事業団体関係者 ４名
社会福祉事業施設従事者 ７７名  社会福祉事業施設従事者 ７７名
ボランティア等功労者 １１名  ボランティア等功労者 ５３名

 
福岡県社会福祉協議会会長表彰       福岡県社会福祉協議会会長感謝 
社会福祉事業特別功労者 １７７名  社会福祉事業協助者 ２名

２ １ 団 体民生委員・児童委員特別功労者  １９０名  
優良社会福祉事業施設 １４施設   
優良社会福祉協議会 ４校区社協   

 
福岡県共同募金会会長表彰          福岡県共同募金会会長感謝 

会長表彰 ２９名 
２団体  会長感謝 ６３名

１ ５ 団 体

優秀地区 ２２支会   
  

 
平成２９年度赤い羽根キャッチフレーズ 入選作品・特別賞 

最優秀賞（１作品）、優秀作（１２作品）、特別賞（２６校） 
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上記「特別アピール」は、厚生労働省、福岡県、県内市町村に対し、本大会会長名で要望いたしました。 

民生委員制度創設 100周年記念 平成 29年福岡県社会福祉大会では、県内社会福祉関係者の総意をも
って、下記「大会宣言」・「実践申合せ事項」・「特別アピール」を採択しました。 
 

 
 
本県に甚大な被害をもたらした平成２９年７月九州北部豪雨等、全国各地で相次ぐ大規模災害の影響

もあり、近年、地域における「つながり」、「絆」の重要性が見直されており、その再構築に向けては、
官民一体となった地域で支え合う新たな仕組みづくりが強く求められています。 
また、国では、経済的困窮や社会的孤立等の社会問題が深刻化する中、社会保障と税の一体改革、社

会福祉法人制度改革など、社会・経済全般にわたる改革が進められるとともに、地域共生社会の実現の
ため、地域力強化、公的サービス改革、専門人材の養成等を中心に検討が進められています。 
このようなときこそ、社会福祉関係者は、これまでの経験と実績を活かし、それぞれの立場で質の高

い専門性を発揮することで、その存在意義を示すとともに、地域福祉の中核として、その役割を果たす
ことが重要です。本大会において、私たち社会福祉関係者は、連携強化に努め、国及び県・市町村と協
働して、すべての人が安心して暮らすことができる福岡県づくりに一致団結して取り組むことを誓い、
ここに宣言します。 
 
 
 

 
 
１ 大規模災害への対応強化 

近年多発している大規模自然災害に備え、日頃から関係機関・団体が連携・協働し、地域福祉活動
を基盤とした災害対策の充実・強化に努めよう。併せて、施設・事業所利用者が安心・安全に生活を
営めるよう、社会福祉法人・施設・事業所における防災力の向上を図るとともに、被災時の地域の避
難拠点機能や施設間相互の連携等の充実に努めよう。 

２ 官民一体となった地域共生社会の実現 
住み慣れた地域で誰もが安心してその人らしく暮らせるよう、住民同士の「つながり」、「絆」の再

構築、新しい地域包括支援体制づくり等を推進し、官民一体となった地域共生社会の実現に努めよう。 

３ 社会福祉法人の地域における公益的な取組の推進 
社会福祉法人は、極めて公益性の高い非営利法人として創設された経緯に鑑み、全ての社会福祉法

人の責務である地域における公益的な取組の確実な実施に努めよう。 

４  社会保障・社会福祉諸制度改革への適切な対応強化 
社会保障・社会福祉制度の転換期にあたり、国では医療・介護の一体改革、障害者福祉・生活困窮

者自立支援制度の見直し、子ども・子育て支援施策の拡充や社会的養護の在り方の見直しが図られる
中、これらに適切に対応するため、組織のガバナンスと経営の透明性を高めるとともに、権利擁護の
意識に基づく関係者の連携強化等、その基盤整備に努めよう。 

５ 福祉サービスの質の向上と利用者支援の強化 
福祉サービスの質の向上を図るため、福祉人材の安定的確保、養成、定着促進に向けた魅力ある職

場づくりに努めるとともに、適切なサービス利用を支援するため、福祉サービス利用援助事業や福祉
サービス苦情解決事業、福祉サービス第三者評価事業等の推進に努めよう。 

６ 共同募金運動の取組強化 
民間の地域福祉活動を財政面から支援する共同募金運動の取組を強化し、さらなる推進・拡大に努

めよう。 

 

 
 
現在、我が国では、福祉人材の確保・定着が喫緊の課題となっており、その解決には、職場環境の整備や

処遇改善、専門性を高める研修事業の充実等が急務であり、併せて福祉の仕事の意義や魅力を広報し、新た
な人材発掘及び定着に努める必要がある。 
また、国では、社会福祉法人への課税の在り方を検討する一方で、急増する福祉ニーズに対応し、地域の

セーフティネットとして社会福祉法人が持てる力を最大限に発揮することを期待しているが、そのためには、
これまで以上の財源が安定的に確保されなければならない。 
国及び地方自治体は、社会保障と税の一体改革の推進にあたり、社会福祉関係者の意見を十分に取り入れ

るとともに、国と地方における権限・財源・責任の明確化を基本とした仕組みづくりを進めていただくよう、
県内社会福祉関係者の総意をもって強く要望する。 

大 会 宣 言 

実践申合せ事項 

特別アピール 
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開
会
に
あ
た
り
、
石
橋
壯
児
福
岡
県
民

児
協
会
長
が
「
先
達
の
方
々
の
思
い
と
実

績
が
織
り
重
な
り
な
が
ら
こ
の
１
０
０

周
年
を
迎
え
た
。
今
日
ま
で
御
支
援
・
御

協
力
を
賜
っ
た
皆
様
方
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。
」
と
式
辞
を
述
べ
、
小
川
弘
毅
福

岡
県
社
協
会
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
い

ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
来
賓
の
小
川
洋
福
岡
県
知
事

が
「
複
雑
・
多
様
化
し
た
課
題
が
出
て
き

て
い
る
現
在
、
民
生
委
員
制
度
の
重
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
も
皆

様
と
手
を
携
え
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
」

と
述
べ
ら
れ
、
他
３
名
の
来
賓
か
ら
も
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                  

功
労
者
表
彰
を
代
表
者
に
授
与 

 

永
年
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
の
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に

対
し
各
種
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

◆
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
（
２
名
） 

◆
県
知
事
特
別
表
彰
（
４６
名
） 

◆
県
民
児
協
会
長
表
彰
（
７１
名
） 

括
弧
内
は
県
内
受
彰
者
数 

 

１
０
０
周
年
記
念
標
語
「
ふ
れ
あ
い
の  

心
で
築
く 

ま
ち
づ
く
り
」
に
決
定 

 

県
民
児
協
で
は
、
県
民
に
民
生
委
員
児

童
委
員
を
、
地
域
の
身
近
な
相
談
役
と
し

て
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
標

語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
県
内
か
ら
３
４

７
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
遠
賀
町
の
民
生

委
員
児
童
委
員
、
森
田
正
人
さ
ん
の
作
品

を
最
優
秀
賞
と
し
ま
し
た
。
こ
の
標
語
は
、

今
後
、
県
民
児
協
の
広
報
物
に
掲
載
し
、

地
域
に
根
付
い
た
民
生
委
員
児
童
委
員

の
役
割
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。 

 

福
岡
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

あ
ゆ
み
と
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
向
け
て 

 

福
岡
県
で
は
、
お
よ
そ
１
０
０
年
前
の

大
正
１４
年
に
門
司
市
と
大
牟
田
市
に
方

面
委
員
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
歴
史
が
始
ま

り
ま
し
た
。
本
大
会
を
は
じ
め
と
し
た
、

１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
機
に
、
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
充
実
と
活

動
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。 

記
念
講
演 

『
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
民
生

委
員
・
児
童
委
員
～
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

向
け
て
～
』（
要
旨
） 

 
 

全
国
社
会
福
祉
協
議
会 

民
生
部
長 

池
上 

実 

氏 

済
世
顧
問
制
度
を
創
設
し
た
笠
井
信
一
岡

山
県
知
事
と
方
面
委
員
制
度
を
創
設
し
た
林

市
蔵
大
阪
府
知
事
に
共
通
す
る
「
思
い
」
は
、

委
員
制
度
の
成
否
は
「
人
」
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
特
に
林
知
事
は
「
市
井(

し
せ

い)

に
あ
っ
て
ま
ち
の
事
情
が
わ
か
り
機
微
に

通
じ
て
い
る
人
が
よ
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

 

地
域
の
た
め
に
、
無
報
酬
で
活
動
す
る
こ
の

委
員
制
度
が
１
０
０
年
も
の
間
続
い
て
き
た

こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
ま
さ

に
「
世
界
に
冠
た
る
制
度
」
と
い
え
ま
す
。 

現
在
、
国
で
は
、「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
「
地
位
共
生
社
会
」
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
隣
人
愛
を
も
っ

て
住
民
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の
相
談
に
応
じ
、

地
域
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
民
生
委
員
活
動
に
通
じ
る
も

の
で
、
幅
広
い
関
係
者
が
一
層
連
携
す
る
こ

と
で
、
地
域
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

網
の
目
を
、
よ
り
き
め
細
か
い
も
の
と
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
な
か
に
お
い
て

も
、
民
生
委
員
の
皆
様
に
期
待
さ
れ
て
い
る

役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

「
誰
も
が
笑
顔
で
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し
て 

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」 

の
た
め
に
も
、
無
理
な
く 

笑
顔
で
で
き
る
活
動
を
心 

が
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と 

思
い
ま
す
。 

～ これからも地域とともに ～ 
民生委員制度創設１００周年記念大会開催 

去る１１月６日（月）、民生委員制度創設１００周年記念大会（県民児協・

県社協主催）を、福岡国際会議場（福岡市）において本県の民生委員児童委員

と関係者１，８００名余の参加を得て開催しました。 

大正６年に岡山県で「済世顧問制度」が創設されて１００年目にあたる本年、

これまでの歴史を振り返るとともに、地域に根ざした身近な相談相手として活

動してきた民生委員児童委員の存在と誇りを、改めて確認した大会でした。 

（上）石橋県民児協会長 
（下）小川県社協会長 

（上）小川県知事 
（下）井本県市長会副会長 

（上）樋口県議会議長 
（下）永原県町村会会長 
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高齢者の生きがいづくり・健康づくりを若松から発信！ 

式典・記念講演                              

 

 

  

スポーツや文化活動を通じて、高齢者の生きがいづくり、健康づくりを支援するために福岡県では「ねんりんスポーツ・文

化祭」を開催しており、世代を越えた交流の輪を着実に広げています。 
１７回目となる今大会のメインイベントを１１月１１日（土）に北九州市若松区の若松市民会館で開催しました。 

 合唱フェスティバル 

高齢者を中心とした５つの合唱団がそれぞれに素

晴らしい歌声を披露され、ゲストに、北九州市少年

少女合唱団を迎えて出演者全員で「ふるさと」を歌

いました。 
合唱の楽しさや出 
演された皆さんの 
元気が存分に伝わ 
ってくる合唱フェ 
スティバルとなり 
ました。 

 三世代交流イベント 

「おじいちゃん・おばあちゃんの

絵」コンクールでは、県内の小学校

から５，６２６点の応募があり、そ

の中から入賞作品６０点をメイン 
イベントで展示しました。 
 
 

また、「サイエンスショー」や、 
演奏・歌・絵画を融合させた「ミュ 
ージックピクチャーカレンダー」、 
日本将棋連盟行橋支部の協力による 
「将棋体験・対局コーナー」などの 
催しにより、子どもからシニアまで 
多くの世代に楽しんでいただくこと 
ができました。 

 地域文化交流イベント 

北九州市若松区老人クラブ連合会や芦屋町老人ク

ラブ連合会による「地域文化伝承コーナー」、ボラン

ティア団体ひなたぼっこによる「絵手紙体験コーナ

ー」では、協力いただいた皆さんがしめ縄や筑前芦

屋だごびーなとわら馬、絵手紙等の制作をいきいき

と実演され、その手際の良さや完成品の出来栄えに

多くの方がコーナーの前で足を止めて見入っていま

した。また、７０歳現役応援センター出張相談会に

も多くの方々が参加されました。 
 

 

 ふれあい市場・健康福祉コーナー 

「ふれあい市場」では、県内の障が 
い者施設、地域の団体や企業、商店街 
等に協力をいただき、障がい者がつく 
るまごころ製品や地元の名産品を使用 
したグルメ等を販売しました。 
また、健康福祉コーナーでは、世代 

を問わず、来場者が健康づくりの重要 
性を再認識できました。スポーツ・レ 
クリエーション体験コーナーでは、ボ 
ッチャやラダーゲッターなどのニュー 
スポーツで、子どもから大人まで元気 
に楽しく身体を動かしていました。 

記念講演では、ヘアメイクアップアーティストのおぐねぇーこと小椋ケンイチさんに

「おぐねぇーのメイクで若返りまＳＨＯＷ！」と題して、「美」や「健康」をテーマに

楽しくお話しいただきました。講演の後半には、午前中に開催された合唱フェスティバ

ルの出演団体であり、地元若松区にお住いの方にメイクモデルをお願いしてメイクアッ

プショーも行っていただきました。おぐねぇーさんのユーモアたっぷりのお話しと実演

であっという間の９０分でした。 

小川弘毅実行委員長（福岡県社会福祉協議会長）

が開式の辞を述べ、大会会長の小川洋福岡県知事が

はつらつとした長寿社会づくりについて力強く挨

拶されました。 
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人
と
の
出
会
い
、
社
協
と
の
出
会
い 

わ
た
し
が
社
協
に
入
職
し
た
時
代
は
、

ち
ょ
う
ど
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た

時
期
で
、
日
本
の
福
祉
制
度
の
大
き
な

転
換
期
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
福
祉
の
仕
事
」
を
本
当
の
意
味
で
捉

え
始
め
た
の
は
、
社
協
の
地
域
福
祉
活

動
で
出
会
う
地
域
の
方
々
や
、
社
協
の

諸
先
輩
方
か
ら
の
学
び
を
通
し
て
「
福

祉
と
は
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

   
 

人
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と 

広
川
町
で
は
、
地
域
の
方
々
に
御
協

力
い
た
だ
き
、「
住
民
福
祉
座
談
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
座
談
会
で
は
、
地

域
で
の
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
や
、
支
え

あ
い
の
取
り
組
み
な
ど
を
地
域
の
皆
さ 

ん
と
一
緒
に 

考
え
ま
す
。 

こ
の
活
動
は
、

 

社
協
の
福
祉 

活
動
の
基
本 

的
な
考
え
方 

で
あ
る
「
住 

民
主
体
」
そ 

の
も
の
だ
と 

感
じ
て
い
て
、

 

目
の
前
の
福
祉
課
題
の
解
決
に
社
協
の

視
点
で
取
り
組
む
だ
け
で
は
な
く
、
そ

こ
に
地
域
住
民
と
し
て
の
視
点
を
反
映

さ
せ
る
、
そ
ん
な
取
組
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
人
の
暮
ら
し
に
課
合

わ
る
仕
事
は
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
し
、

同
時
に
責
任
も
感
じ
て
い
ま
す
。 

   感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に 

出
会
う
全
て
の
人
に
対
し
て
、
感
謝

の
気
持
ち
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
社
協
職
員
は
、
住
民

主
体
の
名
の
も
と
に
、
支
え
合
い
の
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、

そ
の
支
え
合
い
の
主
役
は
地
域
の
皆
さ

ん
な
ん
で
す
。
本
当
の
意
味
で
の
「
支

え
合
い
」
に
は
、
お
互
い
を
必
要
と
す

る
気
持
ち
、
認
め
合
う
気
持
ち
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
感
謝
」
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

   

「
福
祉
＝
幸
せ
」
を
我
が
事
に 

私
た
ち
は
福
祉
教
育
の
場
面
な
ど
で
、

「
ふ
く
し
＝
○ふ
だ
ん
の
○く
ら
し
の
○し
あ

わ
せ
」
と
表
現
し
ま
す
。
で
も
、
私
た

ち
が
出
会
う
人
々
は
、
重
症
化
し
た
暮

ら
し
の
課
題
を
抱
え
た
人
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
も
っ
と
福
祉
が
、
身
近
な

我
が
事
と
し
て
浸
透
し
て
い
れ
ば
と
思

う
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
。「
福
祉
＝
幸

せ
」
で
あ
る
た
め
に
、
私
た
ち
社
協
と

い
う
組
織
、
そ
し
て
社
協
ワ
ー
カ
ー
が

地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
存
在

で
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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このコーナーでは、福岡県内でふくし

の仕事に携わる人の声を紹介してい

きます。 

ふ
く
し
の
仕
事
を
は
じ
め
た 

き
っ
か
け
は
？ 

江口 信也さん 
 
●えぐち しんや 
事業所名：社会福祉法人 広川町社会福祉協議会 
所  属：総務・地域福祉係 
経験年数：１５年目 
趣  味：釣り！釣り！釣り！！ 

●広川町の概要 
 県南内陸部に位置し、広川盆地をなす地域。町の中央部を国道３号が走る。 

人口：19,845 人、高齢化率：27.31％（平成 29 年 4 月 1 日現在） 

や
り
が
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

ど
ん
な
ふ
く
し
び
と
に
な
り
た
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？ 

 

仕
事
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？ 

住民福祉座談会の様子 

 
   

 

Vol.8

このコーナーでは、福岡県内で

ふくしの仕事に携わる人の声を

紹介していきます。 

ふ
く
し
の
仕
事
を
は
じ
め
た

き
っ
か
け
は
？

 

や
り
が
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

仕
事
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切
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は
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い
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江

●えぐち しんや

事業所名：社会福祉法人

所  属：総務・地域福祉係

経験年数：１５年目

趣  味：釣り！釣り！釣り！！

●広川町の概要

 県南内陸部に位置し、広川盆地をなす地域。町の中央部を国道３号が走る。

人口：
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赤い羽根共同募金 赤い羽根共同募金

路上生活者支援 

公園や河川敷、駅などで路上生活を余儀なくさ

れている人々に、ボランティアや医師の方々が協

力して年末年始の炊き出しと健康相談・生活相談

を行っています。 

正月用お餅配布 

高齢者の見守りを兼ねて正月用のお餅を配布

しています。地域の子どもから大人まで一緒にな

って餅つきを行い、地域住民の交流の場となって

います。 

イベントで共同募金運動をＰＲ 福岡県社協の取組 

福岡県社協は、１１月１１日（土）に若松市

民会館で開催した第１７回福岡県ねんりんス

ポーツ・文化祭に「共同募金コーナー」を設置

し、共同募金運動の広報啓発や募金活動を実施

しました。 

本コーナーでは、共同募金の使いみちを掲載

したチラシや風船の配布など、来場された方々

への広報を行いました。また、企業・団 

体などからの協賛品を景品とした「チャ 

リティ福引き」や「綿菓子」の販売を行 

い、その収益金全額を共同募金に寄付さ 

せていただきました。 

（関連記事５頁） 

福岡県共同募金会では、啓発パネルや着ぐる

みなどを貸し出しています。是非活用してく

ださい。 

12

12

31
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赤い羽根共同募金 赤い羽根共同募金

平成３０年１月から３月までの３か月間 実施します 

福岡県共同募金会では、昨年度に引き続き、共同募金運動の一環として標記プロジェクトを実施し

ます。今年は、以下の団体がこの期間に募金活動を行いますので皆様の温かいご協力をよろしくお願

いします。 

 

ふくおか課題解決応援プロジェクトとは 

ＮＰＯ法人やボランティア団体などが身の回りの地域や社会課題解決のため行う活動を住民の方々

に丁寧に説明しながら、共感や賛同をいただける方から寄付を募り、寄せられた寄付金を共同募金会が

団体に活動費として配分することにより課題解決につなげるものです。 
 

 

貧困支援ネットワークふくおか 
 

 

特定非営利活動法人子どもＮＰＯセンター福岡 
 

 

 
募金方法 

 本会が作成する専用の振込用紙による振込みで、平成３０年１月から３月まで受け付けます。 

協力いただける方は、上記期間に下記あて連絡してください。 

 

問い合わせ先 

 福岡県共同募金会（ＴＥＬ ０９２－５８４－３３８８） 

「平成２９年度ふくおか課題解決応援プロジェクト」（テーマ型募金）  

今年は「生活困窮者支援」、「子ども支援」ための募金活動を展開 

このロゴマークは、平成２９年度

に創設７０周年となる赤い羽根共

同募金運動をアピールするために

作成されました。 

解決したい課題は 

  ホームレスや生活困窮者の方々の、何日も食事を 

していない、着るものがないなどの緊急課題に対し 

て、衣食住に関わる柔軟かつ緊急の支援サービスを 

準備し、社会復帰のための支援を行います。 

 

事業内容は 

  生活困窮者への食料や衣料、医薬品などの配布や 

移動・宿泊等に関する支援、生活困窮者の問題を啓発するための研修会を開催します。 

解決したい課題は 

虐待やいじめ、貧困率の上昇など子どもたちを取り 

巻く環境は厳しい現状にあります。子どもにやさしい 

まちづくりの実現に向けて、子どもたちの現状を発信 

し世論形成を推進します。 

 

事業内容は 

子ども支援の活動や研究者の分析・提言などをまと 

めた「ふくおか子ども白書」を資料に、子どもの課題の理解を深めるための研修会を開催します。
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福祉分野への求職者４９０名が参加！ 

～福祉のしごと就職フェア 2017 in FUKUOKA 開催～ 

去る８月５日（土）、春日市のクローバープラザで、九州最 

大規模となる「福祉のしごと就職フェア 2017 inFUKUOKA」 

を開催しました。 

今回は、１７０法人・事業所からの正規職員１，７９０名を含 

む２，８４８名の求人に対し、４９０名の求職者に参加いただき 

ました。 

求職者は、自分の希望する職種や分野の求人ブースを積極的に 

回り、各施設・事業所の職員から具体的な仕事や求人内容の詳し 

い説明を受けることで、福祉の仕事への関心や興味をより深めるとともに、就職することへの不安や悩み

を相談したり、将来のビジョンを設計したりと、会場のあちらこちらで求職活動に励む姿が見られました。 

求人側も、自分たちの施設・事業所の魅力や特長を余すことなく伝えられるようブース内のレイアウト

や配布するチラシ等、工夫を凝らしたＰＲ活動を積極的に行っていたのが印象的でした。  

本会では、年２回（８月・２月）行う福祉のしごと就職フェア以外に、県内４地区（北九州・筑後・筑

豊・京築）で開催する「福祉の職場ホリディガイダンス」も行っています。今後の予定は、以下のとおり

です。ご参加お待ちしております。 

１０月１４日（土）１３時から 立岩公民館（飯塚市） 

１０月２９日（日）１２時から ウィズゆくはし（行橋市） 

 

 

平成２９年７月九州北部豪雨 
災害救援活動への支援金をありがとうございます 

 

このたびは、九州北部豪雨災害に伴う本会の災害救援活動に 

対し、全国の皆様から温かいお気持ちを支援金という形でお寄せ 

いただき誠にありがとうございます。 

 この浄財は、県内の災害ボランティアセンター活動支援等のた 

めに有効活用させていただきます。 

 

御支援いただいた機関・団体等（順不同） 

全国社会福祉協議会地域福祉推進委員会様、生活協同組合 

コープこうべ様、福島県社会福祉協議会様、宮城県社会福祉 

協議会様、北海道社会福祉協議会様、兵庫県社会福祉協議 

会様、一般財団法人Ｈ２Ｏサンタ様、大阪府社会福祉協議会・大阪 

府市町村社会福祉協議会連合会様、鹿児島県市町村社会福祉 

協議会連絡協議会様、四国ブロック県社会福祉協議会様 

 ふくふくＩｎｆｏ 

一般財団法人Ｈ２Ｏサンタ（阪急阪神東急グ

ループ）事務局次長 外間 孝次様（写真右）

と本会常務理事 高橋 敬（写真左） 

中国帰国者の方の作品 

交流イベント参加者による華やかな舞踊 

 

福岡県社協に「中国帰国者支援課」を新設しました 

皆さんは、「中国残留邦人」のことを御存じですか？ 

昭和２０年当時、中国の東北地方（旧満州地区）には、開 

拓団など多くの、日本人が居住していましたが、同年 8 月 

9 日のソ連軍の対日参戦により、戦闘に巻き込まれたり、 

避難中の飢餓疾病等により多くの方が犠牲となりました。 

このような中、肉親と離別して孤児となり、中国の養父母 

に育てられたり、やむなく中国に残ることになった方々を 

「中国残留邦人」といいます。また、中国残留邦人とその 

家族の方を「中国帰国者」といいます。 

1972 年の日中国交正常化を契機として、残留邦人の調査と帰国が進められるようになり、戦後７２年

そこで、厚生労働省は平成 16 年（2004 年）に中国帰国者支援・交流センターを設置しました。九州

地区においては、一般社団法人福岡県中国帰国者自立促進協議会がこのセンター業務を受託し運営してき

ましたが、同協議会の解散に伴い、10 月１日から、福岡県社会福祉協議会がこの業務を引継ぐこととな

りました。 

本会では、クローバープラザの東棟４階に、センター事務局（県民サー 

ビス部中国帰国者支援課）を置き、帰国者を対象とした日本語の講座、歌、 

体操やレクリエーション等の交流講座を開催しています。また、九州各県 

において年１回ずつ交流会を主催し、中国帰国者の方々の生活支援に携わ 

っています。この他、帰国者に電話を掛けて生活状況を確認する「ふれ愛 

電話」事業を福岡県から受託し、実施しています。帰国者１世の平均年齢 

は７５歳を過ぎています。今後、介護サービスが必要となったときに、意 

思疎通がうまくできないのではないかと危惧されています。そこで、今年 

度から新しく、介護ボランティア事業を開始するなど事業充実を図りなが 

ら、帰国者１世の方には、健やかな日常生活を送っていただけるよう精一 

杯支援してまいります。 

 

  

 

 
【問い合せ先】 

中国帰国者支援課 ☎０９２－５８９－６６７７ 

中国帰国者支援課のメンバーです！ 

いつでもお気軽にご相談ください。 

これからよろしくお願いします。 

の今、中国残留邦人のうち帰国を希望していた人はほとんど帰国を果たしました。しかしながら、中高年

になって帰国した人たちは日本語能力が不十分です。また、文化の違いも生活上の大きな問題です。 
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福祉のしごと就職フェアを開催します 
本会では、福祉の職場に就職を希望する方や興味のある方に対し、求人施設・事業所と直接面談できる「福

祉のしごと就職フェア」を開催します。当日は、面談コーナーの他、福祉の仕事・資格相談コーナー等も設け

ます。参加費無料、申込不要、入退場自由です。 

１７０法人が集まる九州最大規模の就職フェアに、ぜひご参加ください！ 

日時 平成３０年２月３日（土）１１：００～１６：００ 

会場 クローバープラザ 

【問い合せ先】人材・情報課 ☎０９２－５８４－３３１０ 

 

平成 29 年度ふくおか“きずな”フェスティバルを開催します 

 本会では、「共に支えあい、共に生きる地域社会の啓発・促進」を基本理念に、子育て支援の輪を広げると

ともに、ボランティアの多分野交流、人材開拓及び活動促進を図り、福岡県の地域福祉を推進することを目的

に、「平成２９年度ふくおか“きずな”フェスティバル」を開催します。 

 当日は、記念講演をはじめ、ボランティア活動別分科会、子どもたちによるステージイベント、親子で楽し

めるイベント、「福岡県まごころ製品」販売フェアや食バザーなど盛りだくさんです。 

 皆さんのご参加をお待ちしております。 

 日時 平成３０年２月１８日（日）９：４０～１５：３０ 

 会場 クローバープラザ 

 記念講演 ＜演題＞「幸せな社会づくりを考える～ヒトらしい心のはたらきからみえてくるもの～」 

＜講師＞ 京都大学大学院 教授 明和 政子 氏 

【問い合せ先】共生社会推進課 ☎０９２－５８４－３３７７（代表） 

 

2018 年版社会福祉手帳・民生委員手帳 販売中 
毎年、社会福祉関係者や民生委員の方々をはじめ、県民の皆様にご好評いただいている社会福祉手帳・民生

委員手帳。２０１８年版の販売を開始しました。 

 ＦＡＸまたはお電話でお申込みください。 

◆携帯に便利なポケットサイズ ＜縦１４ｃｍ 横８．５ｃｍ＞ 

◆スケジュール欄は見やすい見開きカレンダータイプ 

（２０１８年１月～２０１９年３月分） 

 

【主な内容】 
 社会福祉関係資料 ・・・ 社会福祉関係法律の要点など 
福岡県関係資料  ・・・ 県内社会福祉施設、福祉事務所、 
児童相談所、年金事務所、保健所、地域包括支援センター等 
の所在地・電話番号、各種相談窓口の連絡先や福岡県の人口 
と世帯・高齢化率等 

【問い合せ先】 総務部 総務課 ☎０９２－５８４－３３７７ （代表） 
※申込用紙は本会ホームページ（http://www.fuku-shakyo.or.jp）からダウンロードできます。 

直接購入する場合は、クローバープラザ 西棟６階 総務課までお越しください。 
土日祝日は、クローバープラザ 東棟２階 福祉情報センター（県民サービス部 人材・情報課）窓口で購入できます。 

送料別：1～２冊 １８０円、 ３～6 冊３６０円、
7 冊以上 ６００円 

金額（税込）１冊 ８００円 

10 ふくおかのふくし
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

福祉施設の福祉施設の事故・紛争円満解決のために事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために ホームページでも内容を紹介しています
http://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（「賠償責任保険」「普通傷害保険」「労働災害総合保険」「約定履行費用保険」「動産総合保険」）です。

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　　❸ 施設の什器・備品損害補償

▶補償金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償　　❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金補償限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）
事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

保険期間１年

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
　 ●オプション：使用者賠償責任補償
❸ 施設職員の感染症罹患事故補償

施設職員の補償プラン33 （労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険）

プラン44 社会福祉法人役員等の補償（賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円
68,270～97,000円

1,500円

1～50名
51～100名

以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

〈SJNK16-16922 2017.2.3作成〉

1 口あたりの補償額
死亡保険金 100万円

定員１人 1口あたり
❶入所型施設利用者 1,310円
❷通所型施設利用者 990円後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 800円
手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍

　外来の手術：入院保険金日額の5倍
通院保険金（１日あたり） 500円

▶補償金額 ▶年額保険料（掛金）

1 口あたりの補償額

Ａ型 Ｂ型 Ｃ型

死亡保険金

賠償責任

140万円
定員１人 1口あたり

施設役員・職員の
1名 1口あたり

3円（１日あたり）
780円（年間：週5日勤務の場合）後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 1,500円

5,000万円 1億円 3億円

手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

通院保険金（１日あたり） 600円

▶補償金額

▶補償金額

▶年額保険料（掛金）

平成29年度

新設

改定
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